
質疑応答               玉山ともよさん（比較文化学専攻） 

 

【質問１】 

国際学会などでこれらの内容を発表したことがあれば、どのような反応や議論があったか

を知りたい。 

【回答１】 

今回の内容に関しては、まだ研究をまとめきっていないため、学会などでは未発表である。

今後そうした機会を得、反応をいただいた際には、また勉強させていただきたいと考えて

いる。 

 

【質問２】 

鉱山開発や反対運動をめぐり、先住民族・開発会社の両者からはどのような声が上がって

いるのか。 

【回答２】 

テーラー山をめぐっては文化財認定決定後、その決定を不服とする開発会社等が原告とな

り裁判が提訴された。しかしそれはテーラー山が位置する地域（マッキンリー郡・シボラ

郡）からわざと遠く離れた州内の別の郡（リア郡）の地裁で意図的に起こされ、地元感覚

のない判事が原告に有利な判決を下した。この裁判においては、開発による雇用拡大・景

気回復など地域への経済的恩恵が優先される一方、聖地保護を求める先住民族の意見が十

分に反映されないなど、その文化的・宗教的権利などは重視されなかった。よって文化財

認定は覆された。発表者は、聖地の文化的・宗教的な権利や価値は、開発による経済的恩

恵と簡単に比較できるものではなく、それとは独立して評価されるべきであると考えてい

る。裁判でもそうした点について議論されることが望ましかったが、現在も当該地域では、

推進派と反対派がそれぞれの意見を譲歩しておらず、議論は平行線上にある。両者の意見

の比較はスライドにもまとめており、それを参照されたい。 

 

 


